
3 よしかわ議会だより

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤
　
義
法

（
問
）　

今
年
度
を
減
災
元
年
と
し
て

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
事
業
の
考
え
方
は
。

（
答
）　

自
助
の
意
識
を
高
め
て
い
く

た
め
、
実
践
的
な
訓
練
も
実
施
し
た
。

子
ど
も
へ
の
減
災
教
育
、
家
具
転
倒

防
止
策
や
住
宅
の
耐
震
化
率
を
高
め

る
な
ど
の
施
策
を
実
施
す
る
。

（
問
）　

公
園
再
生
を
検
討
し
て
き
た

が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
整
備
計
画
は
。

（
答
）　
「
市
民
に
身
近
で
親
し
み
の

あ
る
公
園
」と
の
整
合
性
を
図
り
、

関
公
園
を
さ
く
ら
公
園
と
し
て
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
を
位
置
付
け
て
す
す
め
る
。

（
問
）　

吉
川
美
南
駅
東
口
開
発
な
ど

新
し
い
ま
ち
だ
け
で
な
く
、
吉
川
駅

周
辺
の
ま
ち
も
魅
力
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
の
考
え
方
と
整
備
計
画
は
。

（
答
）　

吉
川
の
街
の
拠
点
で
あ
り
、

吉
川
駅
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け

な
い
。
駅
前
の
空
き
店
舗
、
未
利
用

地
の
活
用
、
駅
の
景
観
を
図
る
こ
と

を
念
頭
に
地
権
者
の
方
々
と
話
を
し
、

し
っ
か
り
し
た
も
の
と
し
た
い
。

（
問
）　

公
共
交
通
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
、
推
進
計
画
は
。

（
答
）　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
等
か
ら
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
目
的
地
ま
で
行
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
制
度

設
計
を
し
て
い
く
中
で
試
行
し
た
い
。

同
時
に
、
財
政
的
に
継
続
可
能
な
方

法
で
す
す
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
３
件
を
上
程
し
、

次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣

等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

長
時
間
労
働
の
規
制
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　

平
成
27
年
12
月
の
電
通
の
女
性
新

入
社
員
過
労
自
殺
問
題
は
働
く
者
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
過

労
死
や
過
労
自
殺
と
み
ら
れ
る
労
働

者
の
死
亡
事
例
は
後
を
絶
た
ず
、
平

成
25
年
、「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
」施
行
後
も
、
悲
劇
は
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」

で
、
上
限
規
制
の
あ
り
か
た
を
含
め

て
議
論
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
が
昨
年
初
め
て
発
表
し
た

「
過
労
死
対
策
白
書
」で
も
、
時
間
外

労
働
時
間
と「
脳
・
心
臓
疾
患
と
死

亡
数
」が
比
例
し
て
い
る
事
、
平
成

27
年
度
の「
仕
事
が
一
因
と
な
っ
た

自
殺
」数
が
年
間
２
１
５
９
人
と
報

告
し
て
い
ま
す
。
過
労
死
や
過
労
自

殺
を
生
む
異
常
な
働
か
せ
方
を
な
く

す
た
め
に
、
残
業
時
間
の
上
限
を
法

律
で
明
記
す
る
な
ど
、
長
時
間
労
働

の
規
制
強
化
は
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
働
く
人
の
命
と
健
康
、

家
族
の
暮
ら
し
を
守
り
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
長
時
間
労

働
の
規
制
強
化
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

国
に
於
い
て
は
、
残
業
時
間
の
上

限
規
制
、
勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

制
度
の
導
入
、
週
休
制
の
確
保
な
ど

の
対
策
に
と
り
く
ま
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

放
射
能
廃
棄
物
を
全
国
に
拡
散

さ
せ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

低
線
量
の
放
射
線
被
ば
く
の
影
響

は
、
こ
れ
以
下
で
安
全
で
あ
る
と
い

う「
閾
値
」が
な
い
こ
と
、
被
ば
く
量

の
強
さ
と
と
も
に
健
康
リ
ス
ク
が
増

大
す
る
こ
と
を
前
提
に
被
ば
く
防
護

を
行
う
こ
と
が
、
国
際
的
合
意
と

な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
の
福
島

原
発
事
故
を
受
け
、
政
府
は「
放
射

性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」を
定
め
、

事
故
で
生
じ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
処

理
を
大
幅
に
緩
和
し
て
８
０
０
０
ベ

ク
レ
ル
／
kg
以
下
で
あ
れ
ば
、
通
常

の
廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
る
と
し

た
。
さ
ら
に
環
境
省
は
、
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
kg
以
下
の
除
染
土
を
全

国
自
治
体
の
公
共
事
業
で
使
え
る
と

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
政
府
の
こ

の
よ
う
な
方
針
は
、
放
射
性
廃
棄
物

を
全
国
に
拡
散
さ
せ
る
お
そ
れ
が
生

じ
、
ま
た
、
原
発
事
故
の
完
全
終
息

に
向
け
た
責
任
を
薄
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
下
記
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

１
．「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措

法
」を
見
直
し
、
８
０
０
０
ベ
ク
レ

ル
／
kg
以
下
の
放
射
性
廃
棄
物
を
通

常
の
廃
棄
物
と
同
様
に
処
分
で
き
る

と
い
う
方
針
を
撤
回
す
る
こ
と
。 

  

（
他
5
項
目
） 

◆市長の市政方針より◆

▼
市
民
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る 

▼ 

子
ど
も
の
笑
顔
で
満
た
さ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る 

▼
ま
ち
の
価
値
を
高
め
る 

▼
ま
ち
の
住
み
よ
さ
を
高
め
る 

　「
市
民
の
幸
福
実
感
を
追
及
す
る
」こ
と
、「
共
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
」こ
と
を
柱
に
、「
価
値
あ
る
未
来
を
」を
こ
の
吉
川
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う
！

自
民
・
み
ら
い

中
嶋
　
通
治

（
問
）　

高
齢
化
が
進
む
中
、
買
い
物

難
民
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
等
、
足
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
が
対
応
は
。

（
答
）　

移
動
実
態
調
査
を
踏
ま
え
精

査
。
経
済
的
に
、
今
後
も
し
っ
か
り

運
営
出
来
る
よ
う
な
形
で
今
年
度
中

に
必
ず
試
行
す
る
。

（
問
）　

新
流
山
橋
の
建
設
に
よ
り
市

内
に
道
路
が
入
り
都
市
軸
道
路
の
整

備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
三
輪
野
江

地
区
の
発
展
に
向
け
ど
の
様
に
近
隣

市
と
連
携
を
取
り
発
展
さ
せ
る
の
か
。

（
答
）　

全
体
を
開
発
す
る
こ
と
は
不

可
能
。
三
郷
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
も
大
型
化
、
両

通
行
方
を
三
郷
市
か
ら
聞
い
て
い
る
。

将
来
検
討
エ
リ
ア
と
し
て
し
っ
か
り

選
定
し
て
い
く
。

（
問
）　

三
輪
野
江
地
区
で
白
地
地
区

を
青
地
地
区
に
編
入
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
市
独
自
の
方
向
性
は
。

（
答
）　

国
の
基
準
が
二
重
縛
り
に

な
っ
て
い
る
。
農
業
の
振
興
は
産
業

の
振
興
と
両
輪
。
白
地
を
青
地
に
編

入
す
る
事
も
、
あ
る
程
度
は
必
要
で

地
権
者
の
意
向
も
あ
る
。
南
側
は
将

来
検
討
し
て
行
く
。
常
磐
道
北
側
は

近
郊
農
業
を
立
ち
上
げ
、
生
活
の
部

分
整
備
を
醸
成
し
た
い
。
産
直
の
販

売
所
、
農
業
的
な
広
場
、
要
望
を
受

け
入
れ
開
発
を
進
め
た
い
。

市
民
の
会
・
無
所
属

降
旗
　
聡

（
問
）　

市
長
就
任
3
年
目
の
所
感
と

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

（
答
）　

Ｈ
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

で
は
、
当
市
初
の
避
難
勧
告
の
発
令

を
経
験
し
、
改
め
て
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
減

災
」に
対
す
る
市
民
の
意
識
向
上
と

防
災
関
係
機
関
の
連
携
を
図
る
た
め
、

第
１
回
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
Ｈ
29
年
４
月
か
ら
、
退

職
自
衛
官
を
職
員
と
し
て
配
置
し
、

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で
現
場

指
揮
や
復
旧
作
業
に
携
わ
っ
た
経
験

を
活
か
し
、
訓
練
や
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
現
場
に

お
け
る
調
整
や
指
示
を
行
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊
な
ど
関
係

機
関
と
の
連
携
に
も
迅
速
に
対
応
し

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
お
り
、
危

機
管
理
体
制
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

（
問
）　

市
内
公
用
施
設
と
三
輪
野
江

地
区
を
つ
な
ぐ
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

（
答
）　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

と
三
輪
野
江
地
区
を
結
ぶ
東
西
方
向

の
道
路
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）中
曽

根
三
輪
野
江
線
と
し
て
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺

整
備
の
進
捗
状
況
や
交
通
量
の
変
化

な
ど
を
勘
案
し
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

公
明
党
吉
川
市
議
団

五
十
嵐
　
惠
千
子

（
問
）　

市
長
就
任
３
年
目
を
迎
え
て

の
所
感
と
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
採

用
さ
れ
た
参
与
の
実
績
な
ど
を
伺
う
。

（
答
）　

奇
を
て
ら
わ
ず
、
先
輩
方
が

積
み
上
げ
て
き
た
事
を
さ
ら
に
積
み

上
げ
、
継
続
し
て
行
く
事
が
市
の
安

定
に
繋
が
る
。
敬
意
と
感
謝
で
今
後

も
取
り
組
ん
で
行
く
。
参
与
は
幅
広

い
分
野
で
お
力
を
い
た
だ
き
、
支
え

て
も
ら
っ
た
２
年
間
だ
っ
た
。

（
問
）　

市
内
全
小
学
校
５
年
生
を
対

象
に「
減
災
教
育
」を
実
施
と
あ
る
が
、

内
容
と
、「
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
」を
提
案
。
ご
見
解
を
。

（
答
）　

図
上
訓
練
を
中
心
に
事
業
を

展
開
。
ご
提
案
は
現
状
を
確
認
し
な

が
ら
減
災
教
育
を
考
え
て
行
き
た
い
。

（
問
）　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
向
け
た
準
備
を
伺
う
。

（
答
）　

新
庁
舎
移
転
時
に
保
健
セ
ン

タ
ー
に
設
置
。
新
年
度
は
人
材
育
成
。

（
問
）　

魅
力
あ
る
農
業
の
振
興
を
伺
う
。

（
答
）　

市
民
農
園
を
拠
点
に
地
域
の

力
を
借
り
て
近
郊
農
業
の
振
興
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
実
験
的
に
行
い
た
い
。

（
問
）　

吉
川
駅
周
辺
の
活
性
化
を
伺
う
。

（
答
）　

吉
川
駅
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
吉
川
市
の
発
展
に
繋
が
る
。
市
民

の
声
を
聞
き
光
を
当
て
て
行
き
た
い
。

（
問
）　

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
を
伺
う
。

（
答
）　

売
却
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、

市
民
福
祉
の
拠
点
と
し
て
行
き
た
い
。


